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Ｑ：帯状疱疹ってどんな病気？
Ａ：

帯状疱疹について帯状疱疹について
たい　じょう　 ほう　  しんたい　じょう　 ほう　  しん

帯状疱疹は身体の中に潜んでいたヘルペスウイルスの一種、水痘・帯状疱疹ウイルスによって起こ
ります。水ぼうそうにかかったことがある人なら、誰でも帯状疱疹になる可能性があります。
＊水ぼうそうと帯状疱疹の関係
●はじめて水痘・帯状疱疹ウイルスに感染した時は、水ぼうそうとして発症します（初感染）。
●水ぼうそうが治った後も、ウイルスは体内の神経節に潜んでいます（潜伏感染）。
●加齢、ストレス、過労などが引き金となってウイルスに対する免疫力が低下すると、潜んでいた
ウイルスが再び活動を始め、神経を伝わって皮膚に到達し、帯状疱疹として発症します（再帰
感染）。

Ｑ：帯状疱疹の症状は？
Ａ：身体の左右どちらか一方に、ピリピリと刺すような痛みと、これに続いて赤い斑点と小さな水ぶく

れが帯状に現れます。水ぶくれの大きさは粟粒大～小豆大で、ウイルスが原因となる水ぶくれの特
徴として中央部にくぼみが見られます。皮膚と神経の両方でウイルスが増殖して炎症が起こってい
るため、皮膚症状だけでなく強い痛みが生じます。

Ｑ：合併症は？
Ａ：一般的な合併症として、発熱や頭痛がみられることがあります。顔面の帯状疱疹では、角膜炎や結

膜炎などを起こすことがあります。耳の周辺に現れた場合は、耳鳴りや難聴を伴い、顔面神経麻痺
を生じることがあります（ラムゼイ・ハント症候群）。

Ｑ：気を付けるべき後遺症は？
Ａ：通常、皮膚症状が治ると痛みも消えますが、その後もピリピリするような痛みが持続することがあり

ます。これを帯状疱疹後神経痛といいます。これは急性期の炎症によって神経に強い損傷が生じた
ことによって起こります。次のような場合、帯状疱疹後神経痛が起こりやすいので注意が必要です。
①高齢者　②皮膚症状、痛みともに急性期の症状が激しいとき　③体力が落ちているとき　など

Ｑ：帯状疱疹の治療は？
Ａ：治療の基本は抗ヘルペスウイルス薬です。一般に使われているのは内服薬ですが、重症の場合に

は入院して点滴をすることもあります。抗ヘルペス薬はウイルスの増殖を抑えることにより、急性
期の皮膚症状・痛みなどを和らげ、治るまでの期間を短縮します。さらに合併症や後遺症を抑える
ことも期待されます。発病早期に服用を開始するほど治療効果が期待できます。

Ｑ：帯状疱疹は他の人へうつりますか？
Ａ：触って他の人にうつることはありません。ただし、水ぼうそうにかかったことがない乳幼児には、帯

状疱疹としてではなく、水ぼうそうとしてうつることがあります。
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医療相談支援室・がん相談支援センター各科各部紹介 第17回
　医療相談支援室では、急性期を脱した方の転院・施設入所の調整や在宅への退院調整、医療相談
全般（経済面の不安・退院後の生活・各種施設、医療機関の利用方法・医療制度・福祉制度などにつ
いて）の情報提供を行い、より良い選択ができるように支援しています。又、難病医療拠点病院とし
て、レスパイト入院の調整と難病患者の在宅支援を行い地域との連携を推進しています。場所は研修
棟の1階にあります。
　がん相談支援においては
総合案内の奥で相談を担当
し、がん相談やピアサポー
ト、がん患者サロンの支援を
実施し、患者・家族の気持ち
の表出、共有、勉強会の場を
提供し、自立に向けた就労支
援を行っています。皆様、気
軽にご相談ください。

　麻酔科専門医を取得後、9年ほど救急・集
中治療に従事していました。2016年から当
院で麻酔、集中治療領域の診療にあたって
おります。日ごとにパワーを増していく5歳
の娘と沢山遊ぶため、妻より長生きするとい
う約束を守るため、最近は意識して体を動か
しています。
　重症患者さんの中には、治療の効果が出
ず命を落とす方もいます。追い込まれてし
まってから頑張っても打ち勝つのは難しく、
予防・早期発見を心がけることが大事だと感
じます。
　また、慢性疾患を放置してしまうと体が本
来持っている治癒力が落ちてしまい、いざと
いう時に対応し切れない、ということにもな
りかねません。転ばぬ先の杖、という諺もあ
りますし、元気で居続けられるようメンテナ
ンスをお願いいたします。

　千葉県出身、筑波大学卒業、現在医師7
年目です。今年の4月から当院で働いてい
ます。病院周辺にはおいしい定食屋が多く
仕事終わりに食べに行くのが楽しみの１つ
です。
　当院で行われる手術は多種多様であり麻
酔科医にはそれら全ての手術で患者さんの
全身状態を管理する技術が求められます。
緊急手術や重症患者さんの手術も多く日々
奮闘しています。一日中手術室にいるとと
ても疲れます。でも患者さんが目を覚まし
痛がることなく手術室を去って行くのを見
ると安心するとともに、とても嬉しい気持
ちになります。今後とも患者さんの安全と
安心のために努力していきたいと思います。

狩野先生から
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帯状疱疹は早期に適切な治療を行う
ことで、症状を軽くし、合併症や帯状
疱疹後神経痛のリスクを減らすことが
できます。帯状疱疹かなと思ったら、
早めに医師にご相談ください。
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